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JA本渡五和だより

プリエールほんど
信頼と助け合いのJA葬祭 TEL 22-0983

お く や み

航空券・JR券・ホテル等のご予約
事前に準備できれば、長蛇の列を作る販売機前に並
ぶ必要もなく、移動がスムーズになります。必要に
応じて宿泊やレンタカー・バスの手配もできます。

国内旅行・海外旅行
ご希望にあわせ、オーダーメイドで作成します。
シニア会・子ども会・婦人会・消防団、視察研修が
必要な旅行の取り扱いも大歓迎です。

あなたの旅お手伝いはおまかせください！

JA天草旅行センター
TEL(0969)23-2262 FAX23-2263

　

梅
雨
が
あ
け
、

よ
う
や
く
青
空
が

戻
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
普

通
期
米
の
田
植
え
や
、
早
い
と
こ

ろ
で
は
稲
刈
り
の
準
備
な
ど
御
多

忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今
年
も

猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
日

中
の
農
作
業
の
際
は
、
水
分
補
給

（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
が
お
勧
め

で
す
）
を
し
っ
か
り
行
い
体
調
管

理
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
夏
と
言
え
ば
、
花
火
大

会
や
夏
祭
り
、
海
水
浴
等
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
あ
り
ま

す
。
震
災
後
元
気
の
な
い
国
内
事

情
で
す
が
、
こ
れ
ら
夏
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
、
み
ん
な
が
元
気

に
な
っ
て
、
少
し
ず
つ
活
力
を
取

り
戻
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

 

（
タ
カ
）

■組合員異動状況

正

准

正
（前期末比）

准
（前期末比）

地　区

項　目

合
　
計

五
和
東

五
和
西

本
渡
北

本
渡
南

本
渡
西

本
渡
東

平成23年6月末現在　（単位：人）

平成23年
3月末

平成23年
6月末

787

196

780

－7

197

1

1,187

411

1,178

－9

409

－2

366

827

366

0

827

0

835

503

835

0

501

－2

740

593

740

0

588

－5

588

291

589

1

291

0

4,503

2,821

4,488

－15

2,813

－8
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定
休
日 

◎ご相談・お見積もりは無料です！お気軽にご相談ください。

遊んで学べて、夏休み満喫!!
お好みに合わせて
選べる4つのプラン

※詳しくは専用パンフレットを
　ご覧ください

平成23年7月16日発行

御領の井上伸さんとともこ（牛）　　　
子牛せり品評会にて、優等賞２席獲得

夏の家族旅行夏の家族旅行

親子3人（大人2人・子ども1人）なら 3世代6人のファミリーでも

18,000円 31,000円
「みつばちプラン」
平日・休日泊／大人４名・子供２名の場合

「みつばちプラン」
平日・休日泊／大人２名・子供１名の場合

●「みつばちプラン」宿泊施設（一部）
　天草松竜園海星・平戸脇川ホテル・雲仙湯元ホテル

家族で行けばとってもお得!!家族で行けばとってもお得!!

ファミリースペシャルファミリースペシャル

国内旅行に海外旅行、グループ旅などなど、
夏休みの計画はもう済んでますか?
まだこれからという方は、
JA旅行センターへGO！ 
もちろん飛行機やJR券
の手配もお任せあれ！
お得な旅行の相談
にものります！

全員
合計で

豪華客船「飛鳥Ⅱ」で行く錦秋の若狭・越前 ３日間

●旅行代金 お一人様123,000円～
●出 発 日　平成２３年１１月１９日（土）

特選オプショナルツアー
～江～姫たちの戦国展と国宝彦根城・玄宮楽々園他、全６コース

◆添 乗 員／同行し旅程管理
　　　　　　業務を行います。

★ショーなどのプログラム多数！！
★天草⇔博多港の専用送迎バス無料！！
★交通費（移動費用）・宿泊費・食事代・エン
ターテーメント（ショーコンサート・映
画）・カルチャー教室・スポーツ施設使
用料など全て代金に含まれており、個人
的なもの以外は、ほとんどが無料！！



　

五
十
ペ
ー
ジ
の
中
段
に
〝
第

三
次
農
業
振
興
計
画
書
を
作
成

し
〞
と
書
い
て
あ
る
が
、
第
一
次
・

第
二
次
は
い
つ
頃
出
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
三
カ
年
計
画
と
振
興
計
画
と

は
関
連
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の

真
意
は
何
か
。

　

三
年
お
き
に
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和

の
農
業
振
興
計
画
書
が
作
成
さ

れ
て
お
り
、
新
し
く
発
行
さ
れ
た
も

の
は
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
度
ま

で
計
画
し
て
あ
り
ま
す
。
第
一
次
は

六
年
前
に
発
行
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
三

年
後
に
第
二
次
が
発
行
さ
れ
、
今
回

が
第
三
次
の
発
行
で
す
。
全
正
組
合

員
の
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
三
カ
年
計

画
に
沿
っ
て
事
業
計
画
を
立
て
、
組

合
員
に
指
導
し
た
り
販
売
促
進
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、

　

第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
が
、
六

月
二
十
五
日（
土
）、
本
店
大
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
五
百
二
十
九
人
中
、
四
百
七

十
一
人
（
委
任
状
・
書
面
議
決
書
を

含
む
）
の
総
代
が
出
席
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
、
池
田
和
貴
県
議
会
議
員
、

天
草
市
市
長
安
田
公
寛
氏
、
Ｊ
Ａ
厚

生
連
代
表
理
事
常
務
高
森
猛
氏
を
は

じ
め
関
係
機
関
多
数
の
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
次
の
第
一
号
議
案

か
ら
、
第
五
号
議
案
お
よ
び
付
帯
決

議
、
報
告
事
項
ま
で
提
出
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
号
議
案
】　

平
成
二
十
二
年
度

事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案

に
つ
い
て

　
（
報
告
事
項
）　

平
成
二
十
二
年
度

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注
記

表
お
よ
び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

【
第
二
号
議
案
】　

平
成
二
十
三
年
度

事
業
計
画
お
よ
び
関
連
事
項
に
つ

い
て

【
第
三
号
議
案
】　

役
員
の
選
任
に
つ

い
て

【
第
四
号
議
案
】　

役
員
退
職
慰
労
金

の
支
給
に
つ
い
て

【
第
五
号
議
案
】　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
国

民
運
動
の
展
開
と
農
業
復
権
の
実

現
に
向
け
た
特
別
決
議（
案
）

【
附
帯
決
議
】　

本
日
の
決
議
事
項

中
、
軽
微
な
事
項
の
変
更
・
修
正

お
よ
び
誤
算
・
誤
字
の
訂
正
並
び

に
法
令
、
そ
の
他
行
政
庁
の
指
示

に
よ
る
必
要
な
修
正
加
除
は
、
こ

れ
を
理
事
会
に
一
任
す
る
も
の
と

す
る
。

　

世
界
経
済
は
、
新
興
国
市
場
の
高

い
経
済
成
長
率
が
続
く
反
面
、
多
く

の
先
進
国
で
は
家
計
所
得
や
資
産
の

減
少
に
よ
り
消
費
が
抑
制
さ
れ
て
低

成
長
と
な
っ
て
お
り
、
国
内
に
お
い

て
も
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
は

緩
や
か
で
、
個
人
消
費
の
低
迷
は
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
三

月
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
と
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
国
内
農
業
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
、
一
刻
も
早
い
被

災
地
の
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
・
農
村
・

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
経
営
環

境
の
急
激
な
変
化
・
農
業
政
策
の
見

直
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
に
よ
る
正
組
合
員
の
減
少

や
世
代
交
代
の
進
行
等
、
一
段
と
厳

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
政
府
よ
り
公
表
さ
れ
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
へ
の
参
加
検
討
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
食

料
の
安
定
的
供
給
や
農
業
の
多
面
的

機
能
発
揮
の
観
点
か
ら
、
強
力
に
反

対
運
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
は
、
「
Ｊ
Ａ
本
渡

五
和
活
動
総
合
三
カ
年
計
画
」
の
実

践
二
年
目
に
あ
た
り
、
以
下
の
重
点

事
項
を
実
践
し
ま
す
。

一
．
地
域
農
業
の
復
権

⑴　

「
食
の
安
全
・
安
心
」
を
確
保

す
る
た
め
、「
生
産
工
程
管
理
・

記
帳
運
動
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
）」
へ
の
取
り
組
み

⑵　

土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
高
品

質
、低
コ
ス
ト
生
産
への
取
り
組
み

⑶　

天
草
の
特
性
を
生
か
し
た
生

産
・
販
売
体
制
の
確
立
へ
の
取
り

組
み

⑷　

多
様
な
地
域
農
業
を
支
え
る
担

い
手
の
育
成
・
支
援

二
．
組
合
員
、
地
域
住
民
へ
の
対
応

強
化

⑴ 

営
農
・
生
活
相
談
、
資
産
管
理

相
談
等
の
各
種
相
談
業
務
の
充
実

へ
の
取
り
組
み

⑵　

地
域
に
密
着
し
た
高
齢
者
福
祉

対
策
へ
の
取
り
組
み

⑶　

渉
外
活
動
の
強
化
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
組
織
再
編
に
伴
う
店

舗
や
事
務
所
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
三
．
財
務
の
健
全
化
と
経
営
の
効
率

化
⑴　

経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
「
Ｊ

Ａ
本
渡
五
和
活
動
総
合
三
カ
年
計

画
」
へ
の
取
り
組
み

⑵　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
体
制
の
整
備
・
強
化
へ
の
取

り
組
み

⑶　

自
己
資
本
充
実
へ
の
取
り
組
み

⑷　

場
所
別
・
部
門
別
損
益
に
基
づ

く
経
営
管
理
の
実
践
・
徹
底

四
．
支
店
機
能
の
見
直
し
と
再
編
整

備
⑴　

組
合
員
の
要
望
に
対
応
で
き
る

支
店
機
能
の
見
直
し

⑵　

物
流
体
制
の
合
理
化
・
効
率
化

の
実
現
（
営
農
物
流
セ
ン
タ
ー
の

充
実
）

こ
れ
が
収
支
計
画
の
基
に
な
り
ま

す
。　

農
業
機
械
の
普
及
と
共
に
農

業
機
械
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
お
り
、
こ
こ
二
十
数
年
減
少
し
て

い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
当
農
協

管
内
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
、刈
払
い
機
、

管
理
機
等
で
の
死
亡
事
故
も
発
生
し

て
い
る
。
あ
さ
つ
ゆ
等
で
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
る
が
、
一
向

に
減
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
か
と
思

う
。
総
会
資
料
の
中
で
、
今
年
度
は

事
故
防
止
対
策
を
強
化
す
る
と
載
せ

て
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
強
化

を
さ
れ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　

事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
営
農
部
全
体
で
考
え
て
ま

い
り
ま
す
が
、
農
機
担
当
者
が
販
売

を
し
た
と
き
に
は
指
導
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
し
、
営
農
指
導
員
に
つ

い
て
も
機
械
の
利
用
に
つ
い
て
指
導

を
徹
底
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
機
担
当
者
は
、
納
め
る
と

き
や
修
理
す
る
と
き
は
説
明
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
農
協
に
は
色

ん
な
部
会
が
あ
り
、
色
ん
な
会
合
が

あ
る
。
そ
の
会
合
を
利
用
し
て
、
五

分
で
も
十
分
で
も
良
い
の
で
事
故
防

止
対
策
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
く

と
、
も
っ
と
効
果
が
上
が
る
と
思
う

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
等
で
指
導

関
係
の
事
業
も
し
ま
す
の
で
、

指
導
員
や
担
当
に
説
明
を
さ
せ
る
よ

う
に
致
し
ま
す
。

　

役
員
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

か
ら
十
四
名
、
女
性
組
織
か
ら

二
名
、
監
事
が
四
名
と
な
っ
て
い
る

が
、
合
併
し
て
本
渡
五
和
農
協
に
な

っ
て
以
来
、
理
事
の
定
数
に
つ
い
て

は
減
ら
す
方
向
に
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
女
性
組
織
代
表
と

し
て
二
名
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
う
な
っ
た
理
由
と
経
緯
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
た
い
。

　

合
併
当
初
は
、
役
員
が
三
十

数
名
お
ら
れ
た
と
思
う
が
、
そ

の
後
、
以
前
の
支
所
単
位
ご
と
に
一

名
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性

理
事
に
つ
い
て
は
、
農
協
の
経
営
・

運
営
・
農
業
の
発
展
等
を
含
め
た
と

こ
ろ
で
、
女
性
の
代
表
者
を
役
員
に

登
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
全
国
的
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
当
農
協
も
三

年
前
よ
り
女
性
理
事
の
枠
を
設
け
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

　

中
央
会
の
指
導
の
中
に
青
壮

年
部
枠
を
設
け
る
と
い
う
指
導

は
無
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
県
下
の

Ｊ
Ａ
を
見
る
と
、
青
壮
年
部
組
織
枠

か
ら
理
事
を
置
い
て
い
る
Ｊ
Ａ
が
、

十
四
Ｊ
Ａ
中
、
八
Ｊ
Ａ
あ
る
。
Ｊ
Ａ

あ
ま
く
さ
も
青
壮
年
部
枠
よ
り
理
事

を
置
い
て
い
る
。
総
会
資
料
の
重
点

実
践
事
項
の
中
に
も
、
多
様
な
農
業

を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
支
援
と
載

せ
て
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
協
運

営
に
、
若
い
人
た
ち
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
も
、
青
壮
年
部
選
出

の
理
事
が
必
要
だ
と
思
う
し
、
ほ
か

の
合
併
農
協
と
肩
を
並
べ
て
い
く
た

め
に
も
、
青
壮
年
部
の
枠
を
設
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

　

女
性
理
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
農
業
者
の
六
〇
％
が

女
性
と
い
う
こ
と
で
、
県
の
流
れ
の

中
で
女
性
理
事
の
枠
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
青
壮
年
部
の
枠
は
設
け
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
大
き
な
流
れ
の
中

で
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
り
、
広
域
合

併
農
協
に
つ
い
て
は
、
半
分
く
ら
い

の
農
協
が
青
壮
年
部
枠
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
天
草
地
域
に
つ
い
て
も
、

い
ず
れ
は
農
協
合
併
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
し
、
そ
う
な
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
青
壮
年
部
枠
を
設

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
議
案
承
認
の
後
に
、
理
事

会
で
常
勤
役
員
が
選
任
さ
れ
る

と
思
う
が
、
常
勤
役
員
選
任
に
あ
た

っ
て
の
条
件
や
取
り
決
め
ご
と
が
あ

れ
ば
、
そ
の
選
任
の
方
法
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

総
代
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

ら
、
そ
の
後
、
理
事
会
を
開
催

し
ま
す
。
議
題
と
し
て
は
、
代
表
理

事
と
役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
の

ほ
か
、
理
事
の
順
位
、
役
員
の
報
酬

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
選
任
方
法
に
つ

い
て
は
、
理
事
の
中
で
話
し
合
い
で

協
議
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
渡
と
五
和
が
合
併
し
て
以

来
、
常
務
理
事
職
に
つ
い
て

は
、
本
渡
か
ら
一
名
、
五
和
か
ら
一

名
と
、
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

選
任
が
な
さ
れ
て
来
た
と
思
っ
て
い

る
。
管
内
を
見
る
と
、
基
盤
整
備
が

進
み
、
若
い
後
継
者
が
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
地
区
が
あ
る
一
方
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
大
半
を

占
め
、
担
い
手
不
在
に
な
り
つ
つ
あ

る
地
区
も
あ
る
。
そ
の
地
区
の
実
情

に
あ
っ
た
農
業
振
興
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
地
域
の
事
情
の
分
か
る

理
事
が
常
務
に
就
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
常
勤
理
事

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
本

渡
か
ら
一
名
、
五
和
か
ら
一
名
と
い

う
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
選
び
方
を
、

新
し
い
理
事
さ
ん
に
は
お
願
い
し
た

い
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
全

体
の
農
業
振
興
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
顧
慮
し
た
選

考
を
お
願
い
し
た
い
。

　

全
国
共
通
の
規
約
に
基
づ
い

て
、
理
事
全
員
を
い
っ
ぺ
ん
に

賛
否
で
投
票
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
本
渡
五
和
農
協
な
り
の
取
り
決

め
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。
で
き
れ
ば
投
票
用
紙
に
役
員
全

員
の
名
前
を
載
せ
て
、
個
人
ご
と
に

賛
成
・
反
対
の
意
思
表
示
が
で
き
れ

ば
、
か
な
り
民
意
を
反
映
す
る
形
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
思
う
か
。

　

規
程
に
沿
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
新
し
い
役

員
は
各
地
区
の
総
代
に
よ
っ
て
推
薦

委
員
が
選
ば
れ
、
推
薦
会
議
に
お
い

て
各
地
区
の
役
員
候
補
者
を
決
め
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
こ
の
場

で
新
た
に
決
め
直
す
こ
と
は
、
各
地

区
の
総
代
の
意
思
を
反
映
し
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。　
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か
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六
月
十
八
日（
土
）に
ア
グ
リ

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
山
口

地
区
に
て
田
植
え
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
か
わ
い

ら
し
い
カ
ッ
パ
姿
の
四
十
二
名

の
生
徒
達
は
、
福
用
指
導
係
の

説
明
の
後
、
先
生
・
保
護
者
と

一
列
に
並
び
、
一
斉
に
田
植
え

を
開
始
。
慣
れ
な
い
水
田
に
足

を
取
ら
れ
て
、
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
雨
に
も
負
け
ず
四
ア
ー
ル

に
も
ち
苗
を
植
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
田
植
機
で
の
田
植
え
を
見
学

し
、
昔
と
現
在
の
田
植
え
の
違
い
を

勉
強
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
米
は
、

十
一
月
頃
支
援
米
と
し
て
、
被
災
地

　

第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
後
の
代
表
理

事
選
任
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
組

合
長
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
久
保
源
三

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
の
農
業
、
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
く
、
原
油
や
穀
物
価
格
の

高
騰
に
よ
る
生
産
資
材
や
生
活
物
資
の
高

騰
を
招
き
、
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り

ま
す
。
更
に
、
三
月
に
は
未
曾
有
の
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
併
せ
て
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
も
誘
発
し
て
の

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
物
資
の
品
薄

に
よ
る
諸
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
検

討
の
問
題
が
浮
上
し
て
久
し
く
、
い
ま
だ

解
決
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
難
問
題
が
山
積
し
、
厳
し

い
農
業
情
勢
、
農
協
経
営
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
協
同
組
合
の
基
本
を
見
つ
め
直

し
、
原
点
か
ら
出
直
す
つ
も
り
で
経
営
の

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
後

の
理
事
会
に
お
い
て
、
信
用
事
業
担
当
の

常
務
理
事
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
松
本

明
博
で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
年
間
の
経
済
常

務
の
経
験
を
基
に
組
合
員
の
皆
様
と
の
繋

が
り
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
参

り
ま
す
。
組
合
員
皆
様
を
は
じ
め
、
お
客

様
か
ら
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

地
域
の
金
融
機
関
お
よ
び
保
険
業
務
所
と

し
て
責
任
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
農
業
情
勢
、
農
協

経
営
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
協
同
組
合
の

基
本
を
第
一
に
、
使
命
達
成
に
向
け
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
後
の

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
経
済
担
当
常
務

に
就
任
致
し
ま
し
た
前
田
利
男
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
牛
の
口

蹄
疫
問
題
、
今
年
三
月
に
は
東
日
本
大
震

災
、
そ
れ
に
伴
う
原
発
事
故
、
さ
ら
に
ユ

ッ
ケ
問
題
を
発
端
と
す
る
食
中
毒
問
題
等

と
日
本
の
天
と
地
が
逆
さ
に
な
る
よ
う
な

大
事
が
次
々
と
発
生
し
、
近
い
将
来
わ
が

国
の
食
物
危
機
が
必
ず
来
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
私
た
ち
農
業
関
係
者
は
、
消
費
者
の

皆
様
へ
の
食
の
安
心
・
安
全
を
も
っ
て
自

給
体
制
の
確
立
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

農
業
の
情
勢
及
び
農
協
の
運
営
も
非
常

に
厳
し
い
時
代
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
使
命
達
成
に
向
け
努

力
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
後

の
監
事
会
に
て
常
勤
監
事
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
、
船
島
健
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
・
農
家
経
営
・
農
協
経
営

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
農
協
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
監
事
監
査
基
準
を
遵
守

し
、
内
部
監
査
を
は
じ
め
各
監
査
機
関
、

各
監
事
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
監
事
の
職

務
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
六
月
二
十

五
日
を
も
ち
ま
し
て
、
代
表
理
事
組
合
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
六

月
よ
り
三
期
九
年
間
に
わ
た
り
組
合
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間
組
合
員

の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
厚
情
と

ご
助
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難
く
心
よ
り
お

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻

く
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、
経
営

安
定
の
た
め
組
織
再
編
に
着
手
す
る
等
、

財
務
基
盤
強
化
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
始
め
国
内
農
業

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ぬ
ご
厚
誼
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
略
儀
な
が

ら
書
中
を
も
っ
て
代
表
理
事
組
合
長
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
通
常
総
代
会
を
も
っ
て
退
任

を
致
し
ま
し
た
。
在
任
中
組
合
員
、
役
職

員
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
無
事
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

理
想
の
農
協
像
を
え
が
い
て
参
り
ま
し

た
が
、
私
の
力
不
足
を
感
じ
申
し
訳
な
く

存
じ
ま
す
。
今
後
、
新
体
制
の
中
で
一
丸

と
な
っ
て
皆
様
方
の
信
頼
に
お
応
え
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。
私

一
農
民
と
し
て
農
協
運
動
に
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

去
る
六
月
二
十
五
日
を
も
ち
ま
し
て
、

一
期
三
年
監
事
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
無
事
職
務
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
賜
物
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
在
任
中
は
、
組
合
員
・
役

職
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の

方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
Ｊ
Ａ

経
営
の
健
全
化
に
向
け
精
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
満
足
の

い
く
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
不
徳
の

致
す
と
こ
ろ
と
猛
省
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
度
も
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
更
に
組
合
員
の
皆
様

と
農
協
が
一
つ
に
な
り
、
地
域
農
業
の
振

興
と
農
協
事
業
の
充
実
し
た
展
開
が
図
ら

れ
ま
す
よ
う
期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
退
職
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
渡
五
和
女
性
大
学
第
二
十
四
期

生
の
入
学
式
が
七
月
一
日（
金
）に
開

催
さ
れ
、
七
十
二
人
が
入
校
さ
れ
ま

し
た
。

　

入
学
式
前
に
、
天
草
市
保
健
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
の
永
野
尚
美
様
に
よ

る
「
自
分
の
体
を
知
ろ
う
」
の
研
修

会
が
あ
り
ま
し
た
。
受
講
生
は
、
体

脂
肪
率
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
内
臓
脂
肪
な
ど

の
測
定
を
行
い
自
分
の
体
年
齢
に
つ

い
て
知
り
、
ま
た
生
活
習
慣
病
の
原

因
を
ふ
ま
え
て
特
定
健
診
の
重
要
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
学
長
の
久
保
組
合

長
が
、
「
こ
れ
か
ら
多
く
の
仲
間
と

楽
し
く
学
習
し
て
い
た
だ
き
、
是
非

実
生
活
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
。
そ
の
後
、
天
草
市
の
安
田
公

寛
市
長
様
、
天
草
地
域
振
興
局
の
堤

友
信
課
長
様
に
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
大
学
は
、
多
く
の
仲
間
づ
く

り
を
行
い
教
養
を
深
め
、
自
分
磨
き

を
し
て
輝
い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
年
間
五
回
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
学

習
・
実
習
内

容
は
、
家
庭

菜
園
講
習

会
、
お
菓
子

作
り
、
日
帰

り
研
修
、 

「
簡
単
み
そ

作
り
」、
花

の
寄
植
え
な

ど
年
間
五
回

の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま

す
。

へ
送
る
予
定
で
す
。

　

次
回
の
開
催
は
、
十
月
十
五
日

（
土
）に
稲
刈
り
・
掛
け
干
し
体
験
を

行
い
ま
す
。

1.使用する容器やスプーンに熱湯消毒します。
2.容器においしいミルク製品500mlとヨーグル
ト（種菌）を入れてよく混ぜます。
3.蓋をして密閉し、室温（20～30度）で固まるま
で発酵させます（季節によりますが24時間ほどが目安です）。

4.固まったら冷蔵庫で保管し、1週間を目安にできるだけ早くお召
し上がりください。
※大阿蘇プレーンヨーグルトで作成する場合は、おいしいミルク
製品を45度に温め、ヨーグルトを混ぜた後40～45度で5時間ほ
ど保温してください。

５ ４

　

六
月
二
十
二
日
の
第
二
十
二
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
選
任
が
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
代
会
終
了
後
に
理
事
会
を
開
催
し
、
代
表
理
事
組
合
長
に
久
保
源

三
理
事
（
枦
宇
土
）、
代
表
理
事
常
務
（
金
融
共
済
担
当
）
に
松
本
明
博
理
事

（
志
柿
）、
代
表
理
事
常
務
（
営
農
経
済
担
当
）
に
前
田
利
男
理
事
（
本
渡
北
）

が
常
勤
役
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
事
会
も
同
日
開
催
さ
れ
、
常
勤
監
事
に
船
島　
健
監
事
（
本
渡
南
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
に
久
保
源
三
氏
就
任

組
合
長
に
久
保
源
三
氏
就
任

組
合
長
に
久
保
源
三
氏
就
任

代表理事組合長

久 保 源 三

代表理事常務
（金融共済担当）

松 本 明 博

常勤監事

船 島 　 健

代表理事常務
（営農経済担当）

前 田 利 男

前代表理事組合長

蓮 池 肇 一
前代表理事常務
（金融共済担当）

山 川 國 夫

前常勤監事

田 中 末 喜

就
任
の
挨
拶

退
任
の
挨
拶

　平成２３年６月２５日（土）・７月１日（金）に本
店第３会議室において理事会が開催され、次の
議案が審議・承認されました。
【6月25日】
第 1 号議案

第 2 号議案
第 3 号議案
第 4 号議案

第 5 号議案
【7月1日】
第 1 号議案
第 2 号議案
第 3 号議案
第 4 号議案
第 5 号議案
報 告 事 項

代表理事および役付理事の選任に
ついて
理事の順位について
役員報酬について
常勤理事の他の団体理事等への就
任の承諾について　　　　　　　
委員会の構成について

５月末事業実績について
平成２２年度事業報告書について
役員退職慰労金の支給について
借入条件変更申込みについて　　
夏期賞与の支給について
総合展示会開催について

本
渡
五
和
女
性
大
学

支
援
米
の
田
植
え
体
験

おいしいミルクシリーズ…500ml
カスピ海ヨーグルト…大さじ3
または種菌一袋

おいしいミルクdeヨーグルトミルクでレシピ
材料および

作り方

身体測定の様子

二
十
四
期
生
入
学
式



厚
生
連

ニ
ュ
ー
ス

前
立
腺
疾
患
に
つ
い
て

前
立
腺
疾
患
に
つ
い
て

前
立
腺
疾
患
に
つ
い
て

　

前
立
腺
と
は
、
男
性
の
み
に
存
在
す
る
生

殖
器
官
で
す
。
ク
ル
ミ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
膀

胱
の
真
下
に
あ
り
、
尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う

に
存
在
し
ま
す
。

　

役
割
と
し
て
は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な

い
部
分
も
多
い
の
で
す
が
、
主
な
働
き
と
し

て
前
立
腺
液
の
分
泌
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

射
精
に
お
け
る
収
縮
や
尿
の
排
泄
も
担
っ
て

い
ま
す
。

《
前
立
腺
の
疾
患
》

　

主
な
前
立
腺
の
疾
患
と
し
て
は
、
以
下
の

も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
前
立
腺
肥
大
症

　

前
立
腺
は
加
齢
と
と
も
に
肥
大
し
て
い

き
、
六
十
歳
以
上
の
人
に
多
く
見
ら
れ
る
疾

患
で
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
排
尿
に
時
間
が
か
か

る
、
残
尿
感
、
夜
間
頻
尿
、
股
間
の
圧
迫

感
、
尿
失
禁
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②
前
立
腺
炎

　

細
菌
が
前
立
腺
に
感
染
し
て
起
こ
る
疾
患

で
す
。
男
性
な
ら
年
齢
に
関
係
な
く
起
こ
り

ま
す
が
、
前
立
腺
肥
大
症
に
合
併
し
て
起
こ

る
可
能
性
も
高
い
で
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
尿
道
・
会
陰
部
の
痛

み
、
排
尿
終
わ
り
の
熱
感
や
痛
み
（
排
尿

痛
）、
頻
尿
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
熱
を

伴
い
食
欲
不
振
な
ど
の
全
身
症
状
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
前
立
腺
が
ん

　

以
前
は
東
洋
人
に
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
急
増
し
続
け

て
お
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
覚
症
状
は
、
が
ん
が
他
へ
転
移
を
お
こ

す
ま
で
ほ
と
ん
ど
現
れ
ま
せ
ん
。

　

前
立
腺
の
検
査
に
は
、
『
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立

腺
特
異
抗
原
）
検
査
』
が
あ
り
ま
す
。
前
立

腺
肥
大
症
な
ど
で
も
高
値
に
な
り
ま
す
が
、

特
に
前
立
腺
が
ん
に
特
異
的
で
早
期
発
見
が

可
能
で
す
。
血
液
検
査
の
た
め
、
採
血
の
み

で
検
査
は
簡
単
に
終
了
し
ま
す
。

　

健
診
現
場
で
も
お
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す

の
で
、
五
十
歳
以
上
の
男
性
の
方
は
ぜ
ひ
、

一
年
に
一
回
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
熊
本
厚
生
連

　
　
　
　
　
　

健
康
管
理
部　

冨
岡　

義
博

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
財
産
を
相
続
や

遺
贈
（
遺
言
に
よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ

と
）
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
場
合
に
は
、

相
続
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て

取
得
し
た
財
産
及
び
相
続
時
精
算
課
税

の
適
用
を
受
け
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し

た
財
産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
債
務
や

葬
式
費
用
の
金
額
を
控
除
し
、
相
続
開

始
前
三
年
以
内
の
暦
年
課
税
に
係
る
贈

与
財
産
の
価
額
を
加
算
し
た
「
正
味
の

遺
産
額
」
が
基
礎
控
除
額
を
超
え
る
場

合
に
、
そ
の
超
え
る
額
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
相
続
税
の
申

告
及
び
納
税
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
期

限
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
十
ヵ
月
以
内
で

す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

　

ま
た
、
相
続
税
に
つ
い
て
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

天
草
税
務
署

（
電
話
二
二―

二
五
一
〇
）

※

自
動
音
声
案
内

７ ６

プリエールの会プリエールの会プリエールの会 会員
募集

JA
葬祭

ご加入の手続きは簡単です

一回限りの入会で
「安心」と「信頼」がお求めになれます

入会希望のお客様は、所定の入会申込書を提出され
ますと会員カードを発行いたします。

斎場葬儀・自宅葬儀いずれの場合も祭壇の価格割引
をいたします。さらに生花・花環・蓮花・灯籠の価
格割引きをいたします。

「会員の特典」の範囲は、会員カードに登録された
会員本人、または二親等以内の親族といたします。

会員のご加入は各支店、支所、または葬祭センターでよろしくお願いします。

会員には、次のような特典があります

※プリエールとはフランス語で「いのり」といいます。

（いのり）

丸善興産
ＧＳ

熊本ファミリー
銀行

横山
歯科

本渡南
公民館

プラザ
ホテル

本渡バス
センター

天草
市役所

至五和町 国 道 ３ ２ ４ 号 至瀬戸大橋

至
本
渡
港

町
山
口
川

南　
　
　

川

JA本渡五和
本店

プリエールほんど

選果所■斎場案内図

財
産
を
相
続
し
た
と
き

国
税
だ
よ
り

　ポジティブリスト制度が施行されています。
　農薬散布時には、近くの方へ散布連絡の一声をかけ
ましょう！
【早期水稲】
水管理
　穂が出揃ってからは、根を健全にするため間断か
ん水を徹底しましょう。早めに水を落としますと粒
張り不足や胴割れ米の原因となり、品質食味を落と
します。落水期は刈取りの５日前まで延長しましょう。
　間断かん水とは「２日間はかん水、３日間は落水」
状態です。台風が接近する場合、風が強くなる前に
深水にしましょう。

・適期刈取り
　1穂の籾のうち、８５％ぐらい熟れたころが適期です。

・架干し（水分は１５％を目標）
　　３～４日間を厳守してください。長くなると胴割
　米が多くなります。
【普通期水稲】
・水管理
　中干し（７月３１日まで）後は、間断かん水を行う。
・穂　肥　穂数の増加、実入りをよくするため有機苦
　土入０３８号を１０ａ当たり２０㎏施用。ヒノヒカリで
　８月５日頃です。
・病害虫防除
　・コブノメイガ、ウンカ、いもち、白葉枯
　　…パダンバッサオリゼメート粒１０ａ当り４㎏、
　　　８月上旬散布。
　・カメ虫（斑点米）ウンカ防除…畦畔雑草、水田周
　　辺雑草を除去し、耕種的防除を行ってください。
　　キラップ粉ＤＬ（穂揃期）
　　トレボンスター粉ＤＬ（乳熟期）

　秋冬野菜面積推進取りまとめ中です。
　冬レタス、玉ねぎ、秋インゲン、春バレイショ、ス
ナップエンドウ、水菜、タカナ、取りまとめします。
指導員とご相談の上、面積拡大を図ってください。
・オクラ…出荷規格（９．５～１２㎝）を厳守してください。
　・病害虫防除（収穫前日まで）：

　　スス病…トップジンＭ水和１，０００倍　前日３回
　　灰色カビ病…ロブラール水和２，０００倍　前日３回
　　アブラムシ…モスピラン水溶４，０００倍　前日３回
　　オオタバコガ…コテツフロアブル２，０００倍 前日２回
　・切返し（７月下旬頃）：
　株が大きくなり収穫が困難な場合、十分に追肥
を行い樹勢をつけて、地上５０～６０㎝の所から主
枝を剪定して、充実した側枝を２～３本伸ばす。

★オクラの管理
　■追肥については、１週間～10日に１回Ｓ646号を10ａ
　　当たり12～13㎏施用。
　■灌水については、乾燥具合で調整を見て行ってください。
・シシトウ
　・台風対策：圃場の周りに防風ネットを設置し、排
　　水溝を整備し、支柱や杭にしっかり固定する。
　・病害虫防除（収穫前日まで）
　　斑点細菌病…Ｚボルドー５００倍
　　スリップス、オオタバコガ
　　　…コテツフロアブル２，０００倍　収穫前日２回
　　アブラムシ
　　　…アクタラ顆粒水溶３，０００倍　収穫前日３回

○空 胎 防 除　８月１６日（火）予定
○成牛セリ市　８月２８日（日）

　昼間と夜間の分娩はほぼ半分とみなされ、夜間分娩
では管理不十分となります。分娩予定日の約２週間前
から夜間飼料給与により昼間に分娩が集中します。
☆昼間に分娩させる為の夜間給餌方法
　方法は簡単！　分娩予定日の約２週間前から、夜間
給餌を開始。
①夕方６時～夜９時のなかで給与時間を決め、毎日一
　定時間に１日量を全量給与する。
②翌朝６時～８時に残食があれば全て除き、昼間は完
　全に無給与とし飲水のみとする。
☆メカニズム
　夜間のみの飼料給与→夜間→採食する活動状態→活
動状態には体温が上昇し、分娩は促されない。
　昼間→ゆったり休息する安静状態→胎児からの分娩
開始信号を受け易くなり昼間に分娩
☆注意事項
・昼でも母牛が安心して分娩できる環境を整えて、牛
　に昼間が休息の時間であることを覚えさせる必要が
　あります。
・飼料給与時刻はもちろん、飼料管理は毎日規則正し
　く行いましょう。

作　　　物

野　　　菜

畜　　　産

平成23年平成23年平成23年 月の営農情報月の営農情報88

　早期水稲で使用中ですが、音量や使用時間帯に
ついてはご配慮をお願いします。

鳥おどし爆音機について

水　管　理　表

7/10

深水 間断かん水

穂ばらみ期 出穂期 乳熟期 刈取り

遅刈り 早刈り

胴
割
米
・
茶
米

が
多
く
米
質
が

悪
く
な
り
、食
味

が
低
下
す
る
。

青
米
・
未
熟
米
が

多
く
な
り
ま
す
。

収量が多く、
米に光沢があ
り形質・食味
がよくなる。

適
期
刈
り

《昼間分娩で事故をなくそう！》
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